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2.16.情報メディア学講座 
223 
中学校理科の授業において，観察・実験はきわめて重要な活動である． しかし，時間の設定や
薬品・器具の取り扱いによる安全面の徹底から実験時間や観察時間の確保が難しい． 我々は，
現実の器具を Android 端末を用いた実物体指向デバイスとし，“手を動かしながら”仮想実験
を可能にするシステムの研究を行っている． 先行研究ではシステムの提案・設計を行った．本
研究では，システムの実装と評価実験を行うことを目的とする． 
堀 達也 
 
震災模型に追加するＡＲマーカの位置に連動した画像表示システム 
2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災,その震災に対して様々な復興支援活動が行われてき
たが,その中のひとつに震災模型がある. 失われてしまった市町村を,人々の記憶やデータから
模型上で復元しようというプロジェクトである. 石巻専修大学の協力の下,「復興共生プロジェ
クト」で作られた石巻市沿岸部の復元立体模型に対して, IT の面から新たな価値を震災模型に
付加することを目指す. 
(b) 博士(前期)論文概要 
該当なし 
(c) 博士(後期)論文概要 
該当なし 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当なし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 來迎直裕,小笠原直人,佐藤究,布川博士，"返信の期待感を軽減するコミュニケーションツールの提案 ", 第１５
回日本感性工学会大会, 平成 25 年 9月 
2) Naohiro Raiko, "Cap Indicator: an interface for wearable notification device", 2013 International Joint 
Conference on Awareness Science and Technology & Ubi-Media Computing (iCAST 2013 & UMEDIA 2013) 平成
25 年 11 月 
3) Yosuke Takahashi, Kiwamu Sato "Prototype of virtual chemical experiment system", 2013 International Joint 
Conference on Awareness Science and Technology & Ubi-Media Computing (iCAST 2013 & UMEDIA 2013)平成
25 年 11 月 
4) 來迎 直裕 , 小笠原 直人 , 佐藤 究 , 布川 博士, "消えるメッセージによる義務感を軽減するコミュニケー
ションツール", 情報処理学会 HCI 研究会報告 2014-HCI-157(1),1-6，平成 26 年 3月 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
 
2.16.4. その他の活動 
該当なし 
  
